












































3-8. 広島花闇岩の 180/160比の帯状分布と領家探成一変成作用との関連-･･ ･-43
4. まとめ
7. は じめ に
西南日本内帯の後期中生代～古第三紀酸性火或活動に
関する知見は,近年急速に増してきている･それによる
























































































































































































































































Fig.4 柳井地域の各種岩石型内と相互の酸素同位体組成変化 (HoNMA& SAKAI,1975)I
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持する傾向がある (GARLICK & EpsTETN,1967;HoN-
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